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TMN管理情報ベース(MIB)のためのビュー変換の実現方式
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TMNにおいて管理対象となるNE装置は、管理オプジェクトの集合である管理情報

ベース駒田)として表現される。 NE装置にまたがるネットワークの管理や通信サービス

に応じた効率的な管理のためには、 NE装置のMIBを集約・加工した新たなビューを提

供する機能が重要である。本稿では、既存の阻Bに対し、様々な異なるピューを容易に

提供可能とするピュ一変換の実現方式を提案する。本方式では、既存のMIBと新たに提

供するピューとの対応関係の記述法を新たに導入し、その記述からピュー変換のプログ

ラムを自動生成する。

1 .はじめに

TMN(電気通信管理網戸lの標準化が進捗し、こ

れに基づいた通信機器の管理が普及しつつあ

る。ここでは、ネットワーク管理のための 5レ

イヤ(上位から順に、ピジネス管理/サーピス管

理/ネットワーク(NW)管理/ネットワーク要素

(NE)管理/NE装置と呼ぶ)からなる機能モデルを

定義している。 TMNを実現する課題について

は、これまで、 NE装置やNE管理レイヤを中心に

論じられてきたが、次第に、上位のNW管理レイ

ヤやサーピス管理レイヤの実装へ移りつつあ

る。また、管理ドメイン聞の協調という観点よ

り、顧客へ公衆網の網管理情報のアクセスや制

御を可能とするCNM(Custom町 Network陥 nage-

ment)11Jの実現も課題である。

TMNでは、管理対象であるNE装置は、管理オ

プジェクト (MO)の集合である管理情報ベース

(閲B}として表現される。 MIBの定義は、同種の

NE装置でもベンダ毎に異なる場合があり、 N W

管理レイヤでNE装置にまたがる統合的な管理を

行うためには、これらのMIBを均質(MIBの定義

が同一}に見せるビューが必要となる。また、

NW管理レイヤ等の上位のレイヤでは、管理目的
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に応じて下位のレイヤのMIBを集約・加工した

ピューを必要とする。さらに、 CNMでも、顧客

に提供するピューは、公衆網内の閲B定義とは多

くの場合異なるロこのため、異なる定義を持った

既存のMIBに対して、様々なピューを容易に提供

可能なピュー変換の実現方式が重要となる。

ピュー変換の実現法方式に関して、従来の研究

は、 MIB実現における補足的なアーキテクチャを

提案するもので、具体的な実現方法に至っていな

かったりn刈、 SNMP(SimpleNetwork Management 

Protocol)をTMNの特定のピューに変換するもの

で、様々なピユ-に対応応、できるものではないため

1'.6へ6
現には、適用できない。

本稿では、既存のMIBに対し、様々な異なる

ピューを提供可能とするピュー変換の実現方式を

提案する。ここでは、既存のMIBと新たに提供す

るピューとの対応関係の記述法を新たに導入し、

その記述からピュ一変換のプログラムを自動生成

するI1，sJo

2.MIBのビュー変換の必要性と利用形態

2.1ビュー変換の必要性

図lに、ピュー変換前(以下、単に、変換前と

呼ぶ)のMIBのMOに対して、新たなピューを提供

する場合の概念を示す。例えば、ピューの"MO."

は、ピュー変換を用いて、変換前の"MOB--と



"MO
b
llを加工して提供されることを示す。以下で

は、ピュー変換の必要性を示す。

(1)同種NE装置に対する均質なピューの提供

管理するネットワークが大きくなるに従い、マ

ルチベンダのNE装置が導入される。この際、同種

のNE装置であってもベンダや標準によって、阻装

置のMIB定義が異なる場合がある。例えば、 ATM

交換機では、標準の阻B定義mと既存のベンダの

MIB定義(101とを比較すると、使用VP(V加国lPath)の

総数等のように標準のMIB定義の1属性が、ベンダ

のMIB定義における複数の属性で表現されたり、

チャネJレ織別子のように属性が同じでも、意味が

異なる場合がある。また、 ATMForum岡やπU勧告

(11)といった標準のMIB聞でも、管理オブジェクト

クラス(MOC)、それに割り当てられるオブジェク

ト識別子(010:滞が異なる。このため、 NW管理レ

イヤにおけるNE装置をまたがる統合的な管理に

は、これらのMIBが均質化された、すなわち、各

NE装置のMIBの定義が同一なものとして扱える

ピューを提供する必要がある。

。)上位レイヤの管理目的に応じたピューの提供

NW管理レイヤやサーピス管理レイヤ等の上位

レイヤにおける、性能や障害等の管理で扱う閲B

定義は、一般に、 NE装置のMmの定義とは異な

り、管理目的に応じたMIBの集約や加工を行った

ピューを、それぞれのレイヤに提供する必要があ

る。図2にサーピス管理レイヤにおけるピュ一変

換の例を示す。 NE装置のMIB定義では、 A・I'MFo・
rum[tOIにおけるVPの端点毎のBや各種パラメータ

を持つMOC"vpCTPBidirectional"が定義され、ま

た、その下位のMOC"upcNpcCurrcntDatallとし

て、 UPC(使用パラメータ制御)を違反した廃棄セ

ル等の性能データが定義されている。一方、サー

ピス管理レイヤのピューのMOC"vpsPerfonn阻 ce"

MOC : upcNpcCwr削Data

図2サーピス管理レイヤにおけるピュー変換の例

では、各VP毎の廃棄セル数を示す属性

11 discardedCells"、およぴ、総セJレ数を示す属性

"ω個JCclls"等に集約・加工される必要がある。ま

た、同様に、 CNMにおいても、公衆網の顧客に提

供するピューでは、問装置のMmに対する加工・

集約を行う必要がある問。

2.2ビュー変換の利用形態

ピュー変換の機能は、図3に示すようにマネー

ジャ、プロキシー、エージェントのいづれかに配

置する利用形態があるo

管理ノード

国寸図。固f雫雪
ω管理ノードにおけるピュー変換

プロキシーノード

困担い:鱗輔聯34gEヲ
(b)プロキシーノードにおけるピュ一変換

被管理ノード

固判曜覇。医ヨj
{の被管理ノードにおけるピュー変換

図3ピュー変換の利用形態

3.ビュー変換の実現方式の提案

既存のMIBに対し、様々なぜューを提供可能と

するピュー変換の実現方式を以下に提案する。本

方式では、変換前のMIB定義及ぴピュー変換後(以

下、単に、変換後と呼ぶ)のMIB定義として、いず
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れもGDMOIIO)で定義されたものを対象とする。

3.1基本原理

ピュー変換の実現方式としては、①変換前の

MIBに対して、予め集約・加工の処理を行った

データを保持する方法と、②変換後のピューに

対する管理操作を受信した時点で、変換前のMIB

に対する属性の取得等の操作を行う方法、ならび

に、③①と②の方法を共存させる方法の 3つが

考えられるが、本方式では③の方法とした。つま

り、①の方法は、変換後のデータを予め保持する

ため、管理操作に対する応答時間が速いことを期

待できるが、値が頻繁に変わるものを反映するの

が困難なことや、管理操作の対象とならないもの

まで保持するため、メモリ容量等の無駄が多いこ

とから、一定の期間値の変わらない、または、定

期的に取得する必要がある属性に関してのみ①の

方法を利用し、それ以外は②の方法を利用する。

3.2ビュー変換方式の概要

様々なMIB定義やピューに柔軟に対応可能とす

るため、以下を行う o

(1)対応関係記法の規定、導入

変換前のMIB定義と変換後のMIB定義聞の対応

関係を記述する方法(以下、対応関係記法と呼ぶ)

を新たに規定、導入する(詳細は4章参照)。

(2)対応関係の記述からのプログラム自動生成

ピュー変換を行うプログラム(以下、ピュー変

換プログラムと呼ぶ)を、上記(1)を用いて記述し

た対応関係から自動生成させる{詳細は5章参

照}。

3.3ビュー変換に必要な機能

以下では、自動生成するプログラムの処理、お

よび、それを生成するための対応記法の要求条件

を明確化するため、ピュー変換に必要な機能を抽

出する。

(1)MOCと属性の静的な対応付け機能

ピュー変換では、変換後MIBの各MOへの管理

操作に対する処理を、変換前MIBのMOCや属性

等を用いて実行する。変換前と変換後のMOと属

性の対応は、 1対l，N.対1，1対NおよrJN対Mの関係

があり、それぞれ、表lに示す処理を行う。この

際、変換後の属性への管理操作に対し、変換前の

複数の属性に管理操作を発行したり、数値属性に

対する算術積算の処理を行う。また、この際、属

性のシンタックスやそのメンバを扱うため、任意の

ASN.lデータ型の値の代入、参照を行うロ

(2)動的な振舞いの対応付けの機能

上記(1)で示したMOCや属性の静的な対応付けだ

けでなく、以下に示すアクションや通知等の援舞い

の対応付けを行う。

①M・SBT:変換前のMOCへの値の設定のみなら

ず、通知の発行。

②M-Action:変換前のMOCへのM-Actionの発行や

属性の設定ロ

③M-CreatelDelete :変換前のMOCの生成/削除。

④Notification :変換前のMOCからの通知に対し

て、通知発行。

(3)タイマを用いた定期的な属性の取得の機能

予め集約・加工の変換を行って保持しておく必要

がある属性に対応するため、指定された周期で、変

換前のMOの属性の取得。

4.対応関係記法問

3.3節で述べたピュー変換で必要な機能を記述可

能とする、以下の記法を規定、導入する。なお、対

応関係記法では、 MOCに対する処理を記述し、

MOIの識別名の対応付けは、識別名対応ライプラリ

を呼び出すこととしているσ章参照)。

4.1概要

可読性を考慮し、記法はC言語に準じる手続き表

現を採用しており、記述全体は、①定数宣言部、②

MO対応付け部、③手続き部の三部分からなる。定

数宣言部では、 MO対応付け部で使用する整数、実

表1 ピュー変換で必要な処理

暗雲 MOC問 属性問

1 1 1 if欝裁ら 属zタ性dッ型クOFスDののと変加シ換算ン等

N 
褒M複る挨O数処C前理のか属の.ら複性、数を必集の要めな 複;数議属性襲によ撃る演予算

11 N 変議換前の話-M器:OC 一議の属処性入理の都。構造設形の鳴要

NIM 
域わせ密.48S24 上場せ。記合Iと対のN組とみN対合わ1 の
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数、文字列、オブジェクト職別子等の値の定数

を定義する。 MO対応付け部は変換後のMOCに

対して発行される管理操作を変換前のMOCに

発行するための規則をMOC毎に記述する白手

続き部は、 MO対応付け部から参照する各種手

続きを記述する。

4.2 MOC対応付け部

MOC対応付け部のMOC毎の記述構成を図4に

示す。なお、"[]"はオプション、 H場"は0回以上

の繰り返しを表す。

<MOCラベル名〉

MO_BEGIN ( 
(ATIRlBUTE規則]申 [A口10N規則]
[N町田CA'百ON規則] [αBATE規則]
[DELE1芭規則[TIMER規則l

H到D_MO_END

図4 MOC毎の記述構成

ここで、九MOCラベル>"はMOCを識別す

る。 MOC毎の記述構成では、マネージャから

の管理操作に対するピュー変換の処理を記述す

るため、 M-GE・I・/M・SET、M-ACTION、M-

CREATE、M-DEIE胞の管理操作毎に、それぞ

れ、 ATTRIBUTB規則、 ACTION規則、 CRB-

ATE規則、 DELETE規則で記述する。また、

エージェントからの通知、 3.3節(3)のタイマを

用いた定期的な属性の取得機能に対して、それ

ぞれ、 NO・rIFICATION規則、 TIMER規則を用

意した。各規則の内容を表2に示す。

図5にA'ITRIBU四規則を示す。"<属性ラベル

>"は変換後の属性を識別するo 一時変数宣言で

は、変換で使用する定数や変数を宣言する。ま

た、ここでは、 3.3節(3)で述べた予め集約・加

工の変換を行って保持する値に対応するため、

永続的に保持可能とするための変数(以下、永

続変数と呼ぷ)も宣言可能とした

(KEEP _ VALUEにより記述)。変換前の属性に

対して行なう管理操作を"GET_PROC"及ぴ

"SET_PROC"節内にそれぞれ記述する。なお、"

管理操作規則"は図4に示される他の"規則・の中

でも記述できる。

管理操作規則では、変換前と変換後のMOC

ラベJレ、属性ラベル、一時変数、さらに定数を

組み合わせて変換前の属性に対する処理を記述

表 2 各規則の内容

規則 内容

ATI'RJBUτ芭 変換後の属性に対するM・田rま
規則 たはM・SETを変換前の属性に行

なう管理操作。属性毎に記述。

ACTlON規則
変換後のMOCに対するうM-ACTlONを
変換前のMOCに行な 管理操作。

NOTIFICA- 変換前のMOCからのM-EV副 T・

百ON規則 REPORTを変換後のMOCに発行す
る管理操作。

変換畿のMOCに対するM-αEA百
CREATE規則 手を続変換き前にのMOCに行ない、識別名

変換前のMOCのMOIの生
成を要求する管理操作。

D日Al官 変換後のMOCに対するM-DELBTE

規則
を手除続変を換要き前求に変す町換MるD前管C理のにM操行O作なC.いのM、D畿E別の削名

百畑R規則 指の値定された周期で理、操変換作前の属性
を取得する管

〈属性ラベル> ( 
[一時変数宣冒1・
[GBT _PROC ( [管理操作規則1・}BND_SET_PROC]
[5町 '_PROC([管理操作規則}申 }END_G町J>>ROC]

図5 ATTRIBUTE規則

するo ここでは、属性値やASN.lの構造形のメン

パーの値の取得及ぴ設定に加え、関数や手続きの

呼び出し、算術演算{加減乗除，型変換等)、制御文

を記述できる。また、 GDMO中で使用される

ASN.lの型や、 ASN.l標準中の基本形は、 c言語等

で使用される型と同等に記述できる。

表3に、管理操作規則内で使用可能な主な関数

の一覧を示す。これらの関数は、対応関係記述と

MOIの織別名を対応づける際に使用する関数、な

らびに、通知、生成/削除のCMIPプリミテイプを

発行するための関数である。また、制御文では、

C言語と同様に条件文(IF百E聞)、選択文(SW汀'CH

CASE)、繰り返し文(WHll..E)等を記述できる。

4.3対応関係記法を用いた記述例

ベンダ(Fore社}独自のMlB定義(以下Fと呼ぶ)を

もっATM交換機を、標準的なMm定義であるM4

インタフェース(以下M4と呼ぶ)のピューに対応さ

せる対応関係記述を、構成情報、性能情報、通知

の対応付けの点から記述する。

(1)構成情報の対応付け

図6にM4の..atmAccessProfile"MOCの属性

-60-



表3 管理操作規則における主な関数

関数名 機能等

GG町ET_四別耐DDEEXX-NEm- 蛮しし換、、前対そ応のまたす一つはる換MをO周のI全MにOて返Cすをを抽。引出教と

GGEETI---SSEUJPPE回mIOORR-JCDLNASS 名や前M∞木注上で返上す位。のMOIの惜別名

SS日EU3-JM市ONC ピ自体ュのー融蜜換問|名を実やM行∞してをい返るすMOI

FDN_COMPARE 盟諸手2?た2つの能別

CORRESPOND 蛮す換る前変換MO:後IMをO引I教を返とすし。て、 対応

eeemmmiiittt--JNOKo明出温白cation マ作ジ発ネェ行ーン。ジトへャへのMのO通I生知発成/行、削除エ操ー

CDREEUA1官2官一-礼.MJ町mSSTTAANNCCEE 変換後MOIの生成/削除

"m蹴 NumActiveVCCsAllowed"の対応付けの一部

を示す。この属性は一つのポ}トのVCC(VirtuaJ

Cbannel Connection)の最大数を表す。 Fには一つ

のVCCの最大個数を表す"pathEntry" MOCの

"pa:由Max-α沼田els"属性がある。ーつのポートは

いくつかのパスを収容し、一つのパスはいくつ

かのチャネルを収 容する。これより

"atmAccessProfil e "MOCの一つのMOIは

"pa'由Entry"MOCの複数のMOIに対応する D 例

は、 a)対応するFの複数のMOIを探し(12行目か

ら22行自)、 b)そのMOI毎に属性値を取得し(15行

目から18行EI)tc)これらの総和を求める(19行目)

ことを表す。なお、変換前の属性ラベルおよび

変換後の属性ラベJレは、他の属性との識別や属

性のシンタックスのASN.l構造形のメンバへの

操作が可能なように、"<MOCラベル名>%<属性

名>[.ASN.lメンバ]*"、 "$<MOCラベル名>%<

属性名>[.ASN.lメンバJ*"と記述するo

上記a)で1対NのMOIの対応付けを行なうた

め、 GET_INDEX(12行目)と

GET_町D政 J田XT(2何回)を使用している。ま

た、 N対1のMOIの対応付けをするために、記号

噌・(15及び18行自〉を使用する."#Uの左には属性ラ

ベル、右にはMOIを書く。これは左の属性が右

のMOIに束縛されることを表す。 1対Nに対応す

る属性の対応付け例として、一数値属性を複数

の数億属性と対応付ける{19行目)。対応する変

換前の属性値の取得のため'<<-"(18行目}を使

うo これはM-GETに対する管理操作を変換前の

属性に行ない、取得した右辺の値を左辺に代入

するo

1 鈎nAcce“ProfllcMO_BEG1N ( 
2 鈎nAcc叩 Profi!出 1/.省略・1 ) 
3 maxNumAc:tiveVfCsAIlowecl ( ，.省略・11
4 mall.NumActiveVCCsAIlowcd 1 
S DEロ.ARE(，.ー時蜜数宜雷・1
6 剣n 使D附;
7 pon 町古沼田k

id 酎TEGER);
END_DECLARE 

10 GEfJ喰OC(
II %max.N叩lActiveVC口A日開吋..0;
12 加盟G回二凹DEX【pathEn町);
13 WHIl.E(他l!zoNUU.)DO(
14 id .. $a.tmAcce鑓，Profilc9抽nAcce錨Prordc1cl.numcricName;) 
IS port øG町 (pl自動町~p拙E脚')'1ιpAthPm樹iIn ):) 
16 lF( port == id) 
17 THEN ( %max.NumAαivcVC白A1lowed
18 <i侍pa也監由y%pathMuαWlllCls紙面

19 + %maxNumAclivcVCCsAllowecl; 
20 伽 ..GET_IJI田~NEXT(伊也監1岬);
21 IEl叩iJFIEND_ WHIl..B 
22 )END_G回'_PROC
23 SETJlROC (，.省略・/IEND_SETJlROC ); 
Z.4 ) MO_I剖D

図6 構成情報の対応付け例

1 CCUH間Jer針。岡田IC間-entD幽MO_盟国N
2 (抽叫nlatr&伽事SCAw( /.省略・'11
3 discar批dCeI¥slnvalidHcada! 
4 D回..ARE1 unp (INTEGER); I END_関口.ARE
5 GETJ喰OC[
6 防司p<.ー抱nLayerEn句%自戒且償却“白:Us.ul4En町~aa14Rec酎dα:1l・
7 ・ul5Ea1Jy%叫5Rcceiv伺白Us+aaI4勘町'x>羽田smiUcdCeUs

+ulSEn町%TnnsmiUCdCdb.凶叫~戸曲町%a凶l'ram凶ωdCClb;
9 もdis閣 dedCclblnvalidHeωa"町Ip.d出g由dcclIsIl1Y111泌恥“貝Jonncr;
10 I END_GET_PROC 1: 
II l1MElU喰OCIN官官RVAL..15MI
12 DEα..ARE{ 
13 Km!P_VALUBd1脇町出此cIlliDvalidbeada30rmcr(lN1EGER) .. 0; 
14 d1sc紅白Iccll政ws1組閣clerJaaer(1N'T1沼田);

15 dl闘 nfcclccllslDvs1凶hc:a耐:.，difkr(INTBGER); /.省略・I
16 )副D..DEロ..ARE
t1 di綜 ardcdeclbi附aIidbe&dcrJc尻町

18 <戸山叫A阿混同y<A.a回浪国耳:lvcdCdh-aal4臨時%u14ReecivcdCeD・
19 ・u四En町恥a15Ret:cIvcdCcUs+鴎J4En町%Tnnm曲cdCella
20 +aalSEn町%Transmll凶Ceu.・絢叫』向島町%凶割高'InSIlIi悩!dCclI・2
21 dle凶ledecUsinvalidhca伽 :-fm官官=dicanlccla:IJsinvalidhc“crJc倣:1':
22 ~街l日債の入れ谷えり F省略・J
23 IEND':官M眠J'R∞ I・4崎・r
24IEND_MOJ喰.OC

図7 性能情報の対応付け例

(2)性能情報の対応付け

図 7にM4の"cellLevelProtoco I CurrentData" 

MOCの属性"discardedCellslnvalidHeader"の対応

付けの一部を示す。この属性は、ーつのポート

における不正なヘッダのため廃棄したセル数の

1 5分毎の積算値を示す。 Fでは、不正ヘッダに

よる廃棄セル数は、交換機起勤時からの積算値

を表わすとともに、送受別々に積算している。

このため、 Fの6属性から送受の廃棄セルの積算

値を取得し(6行目から8行目弘前の 15分毎の性

能データ(以下、事前データと呼ぶ)からの差分を

計算してM4の属性値を得る伊行自)。事前データ

は、永続変数として保持され{13行自)、 TTh也R

規則により 15分毎(11行目}に、 17行目から21
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1 tcAda守

2 I f'. 
3 N1下~ROC (commu凶国語onsAlarm:RELA 1芭D_TO
4 IntemetAlann : Inter閉じ

5 
6 ， 
7 
8 
9 
10 IF(in.probableC副総回 (136141326220O) ) 
11 THEN (，.蹴SwLi肱Down'削減借り
12 outprobableCause = (arfProbableCausc.2~) : 
13 out.pcrceivcdScvcrity = @major; ，.省略り
14 emit罰 No雌回，tion(communicationsAlann， KB即'，out)

IS 
16 

図8 通知の対応付け例

行自の処理により更新される。

(3)通知の対応付け

図8にM4の"tcAdaptorTIPBidirectiona1"MOCか

ら発行する通知の規則の一部を示す。 3行目から4

行自のNOTIFICATION規則では、 Fからの

"InternetAlarm"通知に対して、 M4の

"communicationsAl町m"通知を発行し、その際の手

続きはIntemetであることを示す。 "IntemetAlann" 

のノ宅ラメータである"probableCause"のパラメータ

が条件に合致すれば(1 0行目)、

"communicationsAlarm '~のパラメータを設定し(12，

13行目)、通知を発行する(14行目)。

5. ビュー変換プログラム自動生成

ピュー変換生成コンパイラは、 GDMOと対応関

係記述からピュ一変換プログラムとクラス対応情

報(5.2節参照)を自動生成する(図的。また、融別名

対応ライブラリは、クラス対応情報を使用して、

変換前MOIと変換後MOIとの関係を示す識別名対

応情報を生成する(詳細は5.2節参照)。

5.1 ビュー変換プログラム

ピュー変換プログラムは、図10に示すように、

①制御モジュール、②タイマモジュール、③イン

スタンス管理モジュール、複数の@変換処理モ

ジューJレから構成する。また、変換後のMIBへの

操作や、変換前の阻Bへの操作は共有メモリを介

して、各モジューJレに渡される白

(1)制御モジュール

制御モジューJレは、 M-GBT要求等の変換後の

Mmへの操作、変換前のMIBからの通知、ならび

に、タイマモジュールからのタイムアウトを受信

図9ピュー変換生成コンパイラ

すると、変換処理モジューJレへ振り分ける 0

(2)タイマモジュール

4.2節のm証ER規則で記述された閑閑で、複数の

タイマを起動し、 MOIの識別名を付加してタイム

アウトを制御モジューJレへ知らせる。

(3)インスタンス管理モジュール

インスタンス管理モジュールは、変換前と変換

後のMOIの対応を示す識別名対応情報をー括して

管理する。これらの情報は、変換処理モジューJレ

ならびにタイマモジュールから参照される。

(4)変換処理モジューJレ

ピュー変換の処理を行うモジュールであり、制

御モジュールから受信した操作が、変換後のMIB

からの操作、既存MIBからの通知、あるいは、タ

イムアウトかにより、以下の処理を行う o

①変換後のMIBからの操作:操作治IfM-G町または

M-SETの場合には、変換後MOCの判別、属性の種

類判別、識別名情報の取得の後に該当するAT・

・rRmUTE規則を実行するロ操作カIfM-αEA'I芭1M・

DELBTE.M-ACTIONの場合には、変換後MOCの

判別、識別名情報の取得の後に該当する規則を実

行する。

②変換前のMIBからの通知:変換前MOCの判別、

織別名情報の取得の後に該当するNOTIFICA'百ON

/共有¥
kメモリノ
、...-' 
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規則を実行する。

③タイムアウト:変換後MOCの判別、識別名

情報の取得の後に該当するTIMER規則を実行

する。

5.2インスタンスにおける識別名の対

応付け

識別名対応情報は以下の手順で生成する。

(1)ピュ一変換に必要な変換前MIBのMOC抽出

ピュー変換コンパイラは、対応関係記述か

ら、クラス対応情報として、①変換後MIBの

全MOCに対して、対応付ける変換前MOC、な

らびに、②変換後MOCの名前属性に対応する

変換前MOCの属性を抽出する)。

(2)変換前MOIの識別名と属性債の収集

上記(1)で抽出した変換前MOCに属する全イ

ンスタンスを求め、それらに対する①識別名

及ぴ②他の必要な属性値を求める。

(3) MOIの対応付け

上記(2)で取得した変換前MOIの識別名と属

性値を、上記(1)のクラス対応情報を利用して

対応付けて、識別名対応情報を得るロこの

際、変換後MOIの一つに対して、複数の候補

が存在する場合は、キーとなる属性の値を指

定して特定するか、ユーザがマニュアルで指

定する。

6. 評価と考察

6.1 対応関係記法の記述力

4.3節で示したATM交換機に対応関係記述を

適用した結果、 M4インタフェースで定義され

るATM特有の27種類のMOC全てを記述でき

た。包し、 ATM特有の属性 54種類のうち、

属性，cellHeaderAbnonnalityType'等のように、ベ

ンダ独自のMIBに対応するものがなく、任意

の値を設定するのが困難な属性が7種類あっ

た。また、属性maxEgressBandwidth等のよう

に、 M4で属性値の変更が許されるが、 Fでは

許されておらず、 M.GETへの対応規則は記述

できるが、 M.SETへの処理が対応付けられな

い属性が7種類あった。

以上、サポートできない属性が若干あった

が、 MOCレベルでは全て対応付けられ、 ATM
交換機を管理する上では、特に問題無いと考

えられる白

6.2 対応つかない属性への対処

変換前のMOIでサポートされていない属性は、新

たなピューを提供する際に、変換する方法がないの

で対応できない。また、逆に、変換後のピューで、

集約や加工では変換前のMOから導出できない、サー

ピス管理やCNMにおける顧客情報等のようなMOも
ある。この場合には、対応関係中で、値を設定する

手続きを用意したり、変換後MOIのためのMIB用
データベースに別途登録し、これと連携することに

より、対応可能と考えられる白

6.3 ビュー変換生成コンパイラ

様々なピューに対応するため、本方式では、対応

関係記法に加え、コンパイラ形式を採用した。コン

パイラ形式の他にインタプリタ形式も考えられる

が、本ピュー変換では様々なピューを提供するた

め、既存MIBへの複数の管理操作の発行や制御文の

記述等の複雑な処理が必要な場合も多く、インタプ

リタ形式より高速な処理が可能なコンパイラ方式を

採用したo

6.4 トランザクション処理への対応

ビュー変換後の一つの属性に対して、変換前の複

数の属性が対応付けられることがある。このため、

属性の健の設定等において、複数の属性の値の変更

の一貫性を保証する必要がある。このため、対応関

係記述では、トランザクション処理の開始と終了を

明示的に記述可能としたロこれに対するピュー変換

プログラムの実現では、エージェントがどの程度ト

ランザクション処理をサポートしているかにより、

実現方法が異なる。例えば、複数のMOIを含む単一

の管理操作におけるトランザクションは、 CMIPの

百ynchronization11パラメータの"aωmic"の値をサポー

トしていれば、それに対応付けられる。サポートし

ていない場合には、ピユ}変換プログラムで、全て

のM-SETが成功しない時には、事前の値に設定し直

す等の処理を行う必要がある。

7. おわりに

本稿では、既存のMIBに対し、様々な異なる

ビューを容易に提供するためのビュー変換の実現方

式を提案した。本方式では、既存のMIBと新たに提

供するピューとの対応関係を記述する対応関係記法

を新たに導入し、その対応関係記述からピュー変換
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のプログラムを自動生成した。対応関係記法は、

MOCや属性の静的な対応付けだけでなく、動的

な振る舞いやタイマを用いた定期的な属性の取得

を記述可能とする。また、対応関係記法をATM装

置の対応関係記述に適用し、その有効性を確認し

た。現在、本方式に基づく実装を行っているo

最後に日頃ご指導頂 <KDD研究所村上所長、

ならびに、ご討論いただいた(株)KDDコミュニ

ケーションズ 黒木担当課長に感謝します。
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